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各種カルシウム剤が仔兎の発育に及ぼす影響
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カルシウムと燐は動物体内、無機成分の大部分を占め。骨及び歯牙の主要部分を構成し，重要

な生理作用を演じていろ。両者の量とその割合が骨の栄養のみならず，身体の発育に重大な影

響を及ぼす事は定説となって渉、．特にカルシウム分は発育中の幼畜や．繁殖用の僅畜には必

要度が高くこれが不足すると幼畜は発育を中止し骨軟症とな、，鼠畜は繁殖哺育上に極々の障

害を生じてくる。節湧i等はＰ／0ａが大なる程家兎の健康を害して骨軟症左起し，Ｐ／Ｃａが

２の時が調節しうる最大限であn．Ｐ／Ｃａが２以上の時はその値が大なる程排泄されるＣａ

が摂取されるＣａよｈ大とな、，Ｐ／Ｃａが０５以下の時はＰの吸収は幟とんど起らないので

Ｐ／Ｃａは０５～ｚｏの間になければならないといっていろ。

叉マツカラムはラットによる実験で飼料中０７５％、Ｃａ及び０５９％のＰを含有し，Ｃａｌ

に対してＰＯ６７の割合ならば骨形成に異状を来たさないといっている。我国の飼料事情にお

いてはカルシウムを多く含む飼料を多絵するﾖHは困難でカルシウム剤と称するものにこの給源

を求めなければならない。カルシウムには有機酸と結合したグルコン酸カルシウム，クエン酸

カルシウム．乳酸カルシウム，無機酸と結合した炭酸カルシウム，硫酸カルシウム，燐酸カル

シウム．塩化カルシウム等各瞳あるが，中島，大塚はクエン酸カルシウムを使用して我国の如

く穀類偏重飼料によってアシドーシスが誘起されていると思』つれる場合．飼料に添加するカル

シウム剤有磯酸のカル･シウム謹類を催用する方が有効であると報告している。

有機酸の塩類の中利用度の高いものはグルコソ酸カルシウムであるが，価格が高い

ｍで家畜用として用いられず．従来から家畜用としては石灰岩やカキ般等から製造した炭酸カ

ルシウムが用いられ，最近は骨粉の精製物である燐酸カルシウムが用いられるようになったが・

生体内に於け為吸収矛１１用の#蝋は各々異っていZ）ので有機酸カルシウムの中価格の比較的安い

乳酸カルシウムと従来の炭酸カルシウム．燐酸カルシウムを用いて離乳後の発育に如何なる影

審があ扇かを調査する目的で本試験を実施し境

｢。
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（１）供試動物

－５８－

ｉｆ露



諺/；螺蕊塞!:繍因PVF壕？鞠騨Ｔ
Ｕ－･ﾛ‐午ﾛ▲P●~

摩雫辮'ご
ＱＹ●-

j:蕊ｉ 、

当場飼養の分娩時の略淵等しい親を選び各々の同腹児よｈ平均体重の略々相等しし､生後

４０日の仔兎を韓鱗ﾌﾞjルシウム区（Ｐ区）は鐘1頭雄５頭とし，無添加区（Ｎ区），乳酸

カルシウム区（Ｌ区），炭酸カルシウム区（Ｃ区）は各雌１頭雄４頭とした。

(2)試験期間

昭和３１年４月よ、３２年６月までの厩

6）飼育方法

供拭動物は屋外連統式兎箱に１頭ずつ収容したつ基礎飼料の種類及び給与趾は第１表の通

、であの・Ｐ／Ｃａはマツカラムのいう最大限の約３倍の値となっていろ。そして乳酸カ

ルシウム区はＣａが濃厚飼料の１％で，Ｐ／CE1がマツ＊ラムのいう０６７になるように

基礎飼料の４７％の乳酸カルシウムを，炭酸カルシウム区には同じくＣａが１％，Ｐ/Ｃａ

が０６７になるように２５％の炭酸カルシウムを加え，又燐酸カルシウム区には，巴が

濃厚飼料の１％になるように箒2燐酸カルシウムをａ８％力例えた。故にＰ／0ａはj91ﾄﾞ醸カ

ルシウム区がＬ２，無添加区は日６，他の２区が０６７である。又対照区〔Ｎ区）はａ６

である。育刈飼料として１日各区とも１KＦずつオーチヤードグラス・イタリアンライグラ

ス．レッドクローバー，とうもろこしを給与した｡
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第１表基礎飼料の種類と給与量
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食塩

配合飼料
の０５％

函類大麦米糠安藤

割合％１０１５７５

６１～１００日１０１日以上

５０９７０９

生後６０日迄

３０９

日令

給与量

(4)観察方法

試験開始時よし)毎週給飼前体重を秤量しﾌﾟ弓

Ｚ実験成績

、(験区・対照区共に１週間目毎に体重を測定した結果及び対照区体重を１００とした試験区

、体重指数．試験開始後１３週目の増体匿，増１本率．増体率指数は篭２表の通ｈで．これを

、O示すろと第１図の通ｈである。

０u興区の各含は対照区に比べて１０週目頃よｈ体重の増加率が犬となぃ，試験終了時には．

－５９－

グ句一■

田191因!團甥鴎囿9MBPP霞悪霊'－－…<r～て８．マーワ=

霊騨薄琴=,



震i蝋 ｉＩ篭in閲蕊L苧?織露､…9輪§露議鐸 蕊:：

閏ii琴蕊Bi零Ei蕊Ｉｌｌ１ｌ１１ｌｌｌｌｌ１１雲霊濟 項慰・・・
串
・
河

驍
麺r－

Ｐ
０
□
も
△
・

屯
ゴ
□
〆
Ｉ
Ｃ

蕊
）
一
》
顛
議
｝
餅

浸

大体２０～３０％犬であつﾌﾟﾋ。

穂U対照区、中のＮ５号は試験開始時よ、採食率が悪く汚~％の残飼を示し．特に冑X1Mii料は

ぼとんど採食せず，izk童の壇加率も悪かったが試験開始後４３日目よ、腰マヒ症状を呈して

運!i坏能となｈ遂に蕊死し境観察したところ何ｌｂ病兎､症状である鰯歯を生じ歯根部に斑

点を罷めた。叉対照区は試験区に比べて被毛の光沢悪く，食欲少く採食時間も多く要した。
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現在当場で薗兎に給与してし､扇基礎

飼洞はＰ／Ｃａがａ６であ、、Ｃａ

の量が不足しているので乳酸カルシ

ウム，炭酸カルシウム．第２燐酸カ

ルシウムを加えて，飯塚，マツカラ

ムのいうＣａＯ７５％，Ｐ０５９％

以上，Ｐ／Ｃａが０５～２０にな濁

ように修正して離乳後、仔兎を１３

週間飼育し無添珈区と発育の比較を

行ったも墹体率指数は乳酸カルシウ

ム区が他のカルシウム区に比べて精

､.
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（１）大麦１０％，米糠１５％，麦鋳７５％の混合飼料と育刈飼料とで離乳後の家兎を飼育【

たところ．試験開始後１３週目に１４日７％の増nK率を示した。

（２）上記の混合飼料に乳酸カルシウム．癖酸カルシウム。炭酸カルシウムを加えてＰ／Ｃａ
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